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Ｔ＆Ｄ保険グループの太陽生命保険株式会社（社長 副島直樹）は、味の素株式会社（以下、「味の素」）、

株式会社エスアールエル（以下、「ＳＲＬ」）、株式会社セルメスタ（以下、「セルメスタ」）の３社と、三大
疾病（がん・急性心筋梗塞・脳卒中）の予防に関する業務提携について、覚書を締結しましたのでお知ら
せします。 
 
三大疾病である「がん」、「脳卒中」、「心筋梗塞」

は、日本人死亡率の 51.4％を占めており(＊1)、総
患者数は約463万人と推定されています(＊2)。 
 
当社は、本格的な超高齢社会、「人生 100 歳時

代」の到来に向け、「健康寿命の延伸」という社会
的課題にこたえるため、2016 年 6 月より、「従業
員」「お客様」「社会」のすべてを元気にする取り
組み、「太陽の元気プロジェクト」を推進しており
ます。また、その中で認知症を対象に「予防」に
関する様々な商品サービス開発・共同研究等に取
り組んでまいりました。 
 
こうした取り組みで得た知見を活かし、さらに多く方に元気をお届けするため、今般、当プロジェクト

における「予防」の取り組み対象を「三大疾病」に拡大することとしました。 
 
味の素は、血液中のアミノ酸濃度バランスから、現在・将来のさまざまな疾患リスクを一度に評価する

アミノインデックス®リスクスクリーニング（ＡＩＲＳ®）(＊3)を提供し、ＳＲＬは同検査について医療機
関からの検査受託を行っています。また、セルメスタは企業健康保険組合向けのITプラットフォームやコ
ンサルティングノウハウなどを保有しています。 
 
今回の業務提携を通じて、４社は検査結果、疾病データ、生活習慣データ等のビッグデータ解析を推進

し、予防視点の新たな検査と保険商品の一体開発など、予防に資する新たなソリューションサービスの開
発にむけた共同研究を実施する予定です。 
 
当社は今後とも、ご家庭に寄り添い、「人生100歳時代」を元気に長生きできる明るい長寿社会の実現に

向け、社会における三大疾病予防に関する理解促進を図るとともに、予防サービスのさらなる充実を目指
してまいります。 

以  上 

 

 

 

(*1)  2017 年厚生労働省「人口動態統計年報」より。 
(*2) 2017 年厚生労働省「患者調査の概況」より。 
(*3) 血液中のアミノ酸濃度バランスから、“現在がんである可能性”、“１０年以内に脳卒中・心筋梗塞を発症するリスク”、“４年以内に糖尿病を発症するリス

ク”および、“血液中の必須・準必須アミノ酸の低さ”を一度に評価する検査です。 
(*4)  株式会社エスアールエルと株式会社セルメスタは、みらかホールディングス株式会社の連結子会社です。 

(*4)  



【会社概要】 

会 社 名：太陽生命保険株式会社 

所 在 地：東京都中央区日本橋2-7-1 

設  立：1948年 2月（創業 1893 年 5月） 

代 表 者：代表取締役社長 副島 直樹 

事業内容：生命保険事業 

 

会 社 名：味の素株式会社 

所 在 地：東京都中央区京橋一丁目15番 1号 

設  立：1925年 12月 

代 表 者：代表取締役社長 西井 孝明 

事業内容：調味料・加工食品、冷凍食品、コーヒー類、加工用うま味調味料・甘味料、動物栄養、

化成品、アミノ酸等の事業 

 

会 社 名：株式会社エスアールエル 

所 在 地：東京都新宿区西新宿二丁目1番 1号 

設  立：1970年 6月 

代 表 者：代表取締役社長 東 俊一 

事業内容：受託臨床検査事業 

 

会 社 名：株式会社セルメスタ 

所 在 地：東京都墨田区石原4-25-12 

設  立：1971年 9月 

代 表 者：代表取締役社長 熊倉 利和 

事業内容：企業健康保険組合向け一般薬斡旋や疾病予防対策のコンサルティング事業 

 

以  上 


